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明治日本の産業革命遺産  九州・山口と関連地域
「明治日本の産業革命遺産 九州･山口と関連地域（旧名称：「九州･山口の近代化産業遺産群」）」

は2009（平成21）年1月にユネスコの世界遺産暫定一覧表に記載され、現在、2015（平成27）年

の世界遺産登録を目指しています。2008（平成20）年10月に「九州･山口の近代化産業遺産群」

世界遺産登録推進協議会を設置し、各資産がある8県11市（23構成資産）の自治体が連携して

取り組んでいます。

Churches and Christian Sites in Nagasaki
長崎の教会群とキリスト教関連遺産

世界史においても稀有なスピードで未来を手繰り寄せた、近代日本の原点。
日本が、幕末（19世紀後半）からわずか半世紀で、造船、製鉄･鉄鋼、石
炭産業における急速な産業化を達成したことにより、明治時代後期（20
世紀初期）に、非西洋地域の中で他に先駆けて産業国家としての地位
を確立したことは、技術･産業･社会経済に関する発展段階において、世
界史上においても特筆すべき出来事でした。日本における急速な産業化
は、西洋諸国による植民地化や経済的支援によるものではなく、自らの意

19世紀、イギリスをはじめとする欧米列強がアジアへの進出を図ると、長崎は
石炭運搬や蒸気船のための石炭補給拠点として役割を担うようになります。
蒸気船の燃料として高まった石炭の需要を受け、1869年、高島炭坑におい
て、佐賀藩がグラバーとともに蒸気機関を日本で初めて導入した北渓井坑
が開坑。また端島炭坑は、高島炭坑の技術を継承・発展させ開発された炭
坑で、良質な石炭を産出し、「産業革命遺産」の構成資産のひとつである官
営八幡製鐵所にも製鉄用原料炭を供給しました。他にも、薩長両藩を支援し

近代化に貢献したトーマス・ブレーク・グラバーの住居兼オフィスであった「旧
グラバー住宅」、グラバーと薩摩藩が1869年に建設した洋式近代的ドック
「小菅修船場跡」があります。1857年、徳川幕府の下で我が国最初の船舶
修理工場として設立された「長崎鎔鐡所」（現在の三菱重工業㈱長崎造船
所）では、以来、数多くの船舶建造や機械製造が行われ、欧米と肩を並べる
力を発揮しました。後に日本を世界的な経済大国に押し上げる原動力となっ
たこれらの産業革命遺産が、ここ長崎に8資産残っています。

思において、西洋の先進技術の情報を得て、日本の伝統的な匠の技と組
み合わせながら、国内に適した技術を開発するなど、技術交流に対応し
た結果として成し遂げたものでした。これらの出来事を、時間軸に沿って
現存する建造物等によって証言しているのが、「明治日本の産業革命遺
産 九州･山口と関連地域」です。

②鹿児島市

⑥大牟田市･荒尾市
三池炭鉱・三池港

⑦宇城市
三角西（旧）港

⑤佐賀市
三重津海軍所跡

高島炭坑の近代西洋技術を導
入した炭坑で採炭された石炭
が、積出港である三池港まで蒸
気機関車で運ばれる過程を一
貫してみることがきます。

佐賀藩が長崎海軍伝習所で得
た西洋技術に関する情報を基に
海軍の人材育成及び西洋の船
舶技術の獲得と実践を行う拠点
として設置。
国産初の実用蒸気船「凌風丸」
を建造したこの地は、「伝統技
術」と「西洋技術」との十字路と
いわれています。

旧集成館
寺山炭窯跡
関吉の疎水溝

欧米列強に対抗し富国強兵の
ため、大砲鋳造や造船を核とし
た集成館事業を興し、造船、製
鉄、ガラス、紡績、電信など様々
な産業を育成したといわれます。

⑧北九州市･中間市

「鉄は文明開化の魂なり」を体
現した、日本で最初の近代的鉄
鋼一貫製鉄所です。

①萩市

③伊豆の国市
韮山反射炉

幕府と佐賀藩の技術交流により
実用に至った、日本で唯一現存
する実用反射炉です。

④釜石市
橋野鉄鉱山･高炉跡

西洋の技術と日本の匠が融合し
た、近代の日本製鉄業の発祥の
地。鉄鉱石の採掘業、製鉄業に
関する先駆的産業景観が残っ
ています。

萩反射炉
恵美須ヶ鼻造船所跡
大板山たたら製鉄遺跡
萩城下町
松下村塾

近代の夜明けと前近代の封建
制度が交差する、日本ならでは
の文化的風景。実験用の反射炉
と洋式軍艦の建造に先駆的役
割を果たした造船所やたたら製
鉄の遺跡があります。

官営八幡製鐵所
遠賀川水源地ポンプ室

長崎市総務局 世界遺産推進室●「占勝閣」の写真は、三菱重工業㈱長崎造船所提供 〒850－8685 長崎市桜町2－22
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長崎で、近代日本の原点に触れると、先人達の希望が見えてくる。

往時の姿が残る、現存する日本最古のスリップドック
1869年に、薩摩藩とグラバーによって建設された船
舶修理施設で、日本で初めて、蒸気機関を動力とする
曳揚げ装置が導入されました。曳揚げ小屋は、現存す
る日本最古の本格的な煉瓦造建築で、機材一式はグ
ラバーがイギリスから購入。船架の形状から通称ソロバ
ンドックといわれ、現在も三菱重工業㈱長崎造船所の
対岸に、当時の姿をとどめています。

日本の造船を支えた、当時東洋最大のドライドック
1905年に竣工した大型乾船渠（ドライドック）です。明
治期に第一船渠、第二船渠、第三船渠と続けて竣工
しましたが、現在も稼働しているのは第三船渠のみで
す。船舶の大型化に伴い、3度拡張工事が行われまし
た。竣工時に設置された英国シーメンス社製の電動の
排水ポンプは100年後の今も稼働しています。

現役で稼働する、日本初の電動クレーン
日本で初めて建設された電動クレーン（英国アップル
ビー社製）です。電動モーター駆動で150トンの荷重に
耐え、大型機械の船舶への搭載や陸揚げのため、当
時の最新鋭クレーンとして1909年に飽の浦岸壁に建
設されました。工場拡張のため、1961年に現在の水の
浦岸壁に移設されましたが、現在でも蒸気タービンや
大型船舶用プロペラの船積み用に使用されています。

三菱の歴史を伝える長崎造船所最古の建造物
旧木型場は、長崎造船所に現存する最も古い建造物
です。建物は木骨煉瓦造二階建てで、1898年に鋳物
製品の鋳型を製造するための木型を製作していました。
1985年、史料館として改装され、日本最古の工作機
械（1857年にオランダから輸入した「竪削盤」）を展示
するなど、長崎造船所の歴史を紹介する展示施設とし
て一般公開（事前予約制）されています。

日本の近代化の立役者
トーマス・ブレーク・グラバーはスコットランド出身で、
開港後間もない長崎で「グラバー商会」を設立。小菅
修船場の建設や、高島炭坑の開発に協力するなど、
後に日本の主要産業となる石炭・造船分野の近代
化に大きく貢献しました。日本政府は、グラバーの功績
を評価し、1908年、グラバーに勲二等旭日重光章とい
う栄誉ある勲章を与えました。

長崎港を眺望する由緒ある迎賓館
第三船渠を見下ろす丘の上に建設された木造二階建
ての洋館で、現在もほぼ創建当時の姿をとどめていま
す。長崎造船所長の荘田平五郎の邸宅として1904
年に完成しましたが、所長宅としては使用されず迎賓
館として使用されました。1905年、軍艦「千代田」艦長
の東伏見宮依仁親王が上泊せられ、「風光景勝を占
める」という意から「占勝閣」と命名されました。 

日本の近代石炭産業の原点
開国に伴い、外国の蒸気船の燃料として高まった石
炭需要を受け、1868年、佐賀藩がグラバーとともに高
島炭坑開発を開始しました。その後、英国人技師モー
リスを招き、1869年、日本で初めて蒸気機関を動力と
した高島炭坑（北渓井坑）が開坑しました。高島炭坑
の採炭技術は、日本の炭鉱の近代化の先駆けとなり、
後に端島炭坑をはじめ筑豊や北海道にも伝わりました。

石炭の繁栄と衰退を物語るかつての海底炭坑
高島炭坑の技術を引き継ぎ、発展させた炭鉱の島です。
1890年、三菱の所有となり、採炭事業を本格的に開
始。採掘作業は海面下1,000ｍの地点にまで及び、
1891年から1974年の閉山までに約1,570万トンも
の石炭が採掘されました。採炭される石炭は良質で
あったため、国内外の石炭需要を賄い、官営八幡製鐵
所にも供給されました。

日本に西洋技術を伝えたグラバーのビジネス拠点
グラバー商会で貿易を行っていたグラバーが住居兼オ
フィスとして1863年に建設した、現存する日本最古の
木造洋風建築です。グラバー住宅は、増築や模様替え
が行われ、明治中期には上空から見た屋根の形が四
つ葉のクローバーのような現在の姿となりました。棟梁
は大浦天主堂などを建設した天草出身の小山秀だと
いわれています。

小菅修船場跡
こすげ

三菱長崎造船所 第三船渠 非公開 非公開

非公開

ジャイアント･カンチレバークレーン
三菱長崎造船所だいさんせんきょ

三菱長崎造船所 旧木型場
きゅう

高島炭坑（北渓井坑跡）
たかしまたんこう ほっけいせいこうあと

端島炭坑（通称：軍艦島） 旧グラバー住宅
は しまたんこう ぐんかんじま

三菱長崎造船所 占勝閣
トーマス・ブレーク
グラバー

せんしょうかくき  がた  ば

しゅうせん ば あと

（長崎歴史文化博物館所蔵）

三菱長崎造船所関連施設


